
 マルチリーダーモジュール基板タイプ2  
NEWNEW

■型番：RS-232C 接続仕様：RFID2-M-232C   ／ USB 接続仕様：RFID2-M-USB

※裏面ディップスイッチ付
　　　5・6のみ使用

RFID-M_[  ],RFID-C[  ] とタイプ 2の違い
１．アンテナとコントローラ部を分離した点
２．ブザーを内蔵し、カードリード時にブザーで報知するようにした点
３．RCクロックを X’ Tal 方式に変更し、低温から高温まで動作するようにした点
４．従来出力フォーマット毎に商品が分かれていたが、一元化し、出力フォーマットを内蔵スイッチで任意に選択可能に
５．ハードウェア出力形式にUSB 方式を追加

※RFID2-M-232C
アンテナ基板
（脱着可）

LED
緑：POWER
赤：カード検知

USB コネクタ
　(Atype)

ブザー
（カード検知時出力）

使用しない

使用しない

RS-232C 出力
コネクタ

※RFID2-M-USB

※Not Use および RX（RS-232C）の
　部分には接続しないでください
※RFID2-M-CMOS は、TX出力が
　CMOS 出力になります (H：Max3.3V)

CMOS 接続仕様 ：RFID2-M-CMOS（*CMOS 方式は製品改造により対応。受注品扱い）

RFID2-M-232C

マルチリーダーモジュール基板　共通仕様 

RFID2-M-CMOS

RFID2-M-USB

 

 

 

 



NEWNEW

発売・製造元

〒335-0002  埼玉県蕨市塚越 5-5-1 

受付時間　9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:30( 土･日･祝祭日および弊社休業日除く )

本カタログの内容は、2010 年 10 月現在のものです。

株式会社 メ　ル
MEL ウェブサイトhttp://www.mel.jp
お問い合わせ先      048-444-6019

本製品はDIP スイッチ設定により、データ出力方式を「連続」，「1回のみ」を選択して利用可能です。
出力の違いは次の通りです。

リードで受信したデータは連続的に PCへ転送され、リード回数分出力する方式

RFID カード

: 受信データフレーム

データ出力方式「連続」，「１回のみ」について

寸法図
読み取り例

連続出力方式

リード回数分出力します

同じカードデータが受信し続ける場合（カードがかざされている最中）は連続出力しない
約 0.5sec 以上カードデータを受信しないと同一カードであっても新しいカードデータとして再出力

RFID カード

: 受信データフレーム

約 0.5 Sec
以上

1 回のみ出力方式

1枚のカードからは
1つのデータのみ出力

複数受信データを
ベリファイチェック

OK !

 

FeliCa Idm36 桁Idm16 桁
ISO15693 Idm20 桁Idm16 桁

ISO14443Btype Idm24 桁Idm  8 桁

MIFARE Idm10 桁


